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財政再建等調査特別委員会の様子（第１回委員会において）

  

議
員
提
出

○
茨
城
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
議
会
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
茨
城
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の

公
開
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

  

知
事
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
公
益
認
定
等
審
議
会
条
例

○
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
資
金
積
立
基
金
条
例
及
び
茨
城
県
発
電
用
施
設
周
辺
地

域
企
業
立
地
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
県
有
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付
け
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
補
助
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
茨
城
県
警
察
本
部
内
部
組
織
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
そ
の
他

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て　
　
　
　
　

ほ
か
四
件

　次回の、平成 19 年第 3 回定例
県議会は、9月 5日から 27日まで
の 23 日間の会期日程で開催され
る予定です。

お知らせ

月日 曜 議 事 予 定

 9．5 水
議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案
説明）

6 木 議案調査
7 金 議案調査
8 土
9 日

10 月 議会運営委員会
本会議（代表質問・質疑）

11 火 議会運営委員会
本会議（代表質問・質疑）

12 水 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

13 木 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

14 金
議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、
議案常任委員会付託）

15 土
16 日
17 月
18 火 常任委員会
19 水 常任委員会

20 木

議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委
員長報告、予算関係議案予算
特別委員会再付託）

21 金 決算特別委員会
22 土
23 日
24 月
25 火 予算特別委員会
26 水 財政再建等調査特別委員会

27 木
議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、
閉会）

　

第
一
回
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
本
委

員
会
の
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
委
員
会
は
危
機
的
状
況
に
瀕

し
て
い
る
本
県
財
政
に
鑑
み
、
歳
入
、

歳
出
、
行
政
組
織
の
全
般
に
わ
た
っ
て

行
財
政
改
革
の
徹
底
を
図
り
、
財
政
再

建
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
五
回
の
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

  

五
月
十
一
日
の
第
一
回
委
員
会
で
は
、

調
査
方
針
や
活
動
計
画
な
ど
の
基
本
事

項
を
決
定
し
ま
し
た
。
歳
入
、
歳
出
、

行
政
組
織
の
三
分
野
に
分
け
て
調
査
を

進
め
、
平
成
二
十
年
第
二
回
定
例
会
に

最
終
報
告
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

  

五
月
二
十
四
日
の
第
二
回
委
員
会
で

は
、
三
分
野
毎
に
当
面
の
調
査
項
目
を

決
定
し
た
後
、
行
政
組
織
面
か
ら
本
格

的
な
調
査
に
入
り
ま
し
た
。
行
政
組
織

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
七
割
が
出
先
機

関
に
勤
務
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
こ

れ
の
見
直
し
に
つ
い
て
第
四
回
委
員
会

ま
で
か
け
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

六
月
十
一
日
の
第
三
回
委
員
会
で
は
、

本
県
財
政
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
主

た
る
原
因
と
し
て
地
方
交
付
税
等
の
急

激
な
減
少
な
ど
、
国
の
税
財
政
制
度
の

諸
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
第
二
期
地

方
分
権
改
革
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

を
発
議
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
定
例
会

最
終
日
に
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
去
る
六
月
十
八
日

に
石
川
多
聞
委
員
長
が
、
飯
野
議
長
に

同
行
し
、
菅
総
務
大
臣
は
じ
め
関
係
省

庁
幹
部
に
本
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
三
面
に
写
真
）

  

歳
出
面
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
本
県
財

政
構
造
の
分
析
を
行
っ
た
う
え
で
、
補

助
金
や
I
T
関
連
経
費
の
見
直
し
、
公

債
費
負
担
の
抑
制
な
ど
に
つ
い
て
、
六

月
十
四
日
の
第
四
回
委
員
会
、
七
月
四

日
の
第
五
回
委
員
会
の
二
回
に
わ
た
り

調
査
し
ま
し
た
。
今
後
も
本
県
財
政
の

再
建
の
た
め
精
力
的
な
調
査
を
行
う
予

定
で
す
。

　

本
会
議
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、
誰
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
議
会
議

事
堂
の
傍
聴
受
付
で
傍
聴
券
を
受
け
取
っ
て
入
場
し

て
く
だ
さ
い
。（
傍
聴
席
は
三
百
席
で
先
着
順
で
す
。）

　

県
民
の
み
な
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
者
が
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
審
議
し
て
い
る
の
か
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
手
話
通
訳
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
を

希
望
す
る
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
県
議
会
事
務
局

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
本
会
議
の
生

中
継
及
び
録
画
中
継
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
話
通
訳
の
申
し
込
み
方
法
や
本
会
議
な

ど
の
日
程
、
委
員
会
の
傍
聴
の
仕
方
な
ど
、
詳
細
に

つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
県
議
会
事
務
局
議
事
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

電　

話 

（
〇
二
九
）
三
〇
一̶

五
六
三
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
〇
二
九
）
三
〇
一̶

五
六
二
九

　

六
月
十
五
日
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
ア

ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
教
授
の
天
児
慧
氏
を

招
き
、「
日
中
関
係
の
新
航
路
を
求
め
て
」

と
題
し
て
、
県
議
会
主
催
の
講
演
会
が
県

議
会
議
事
堂
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

天
児
先
生
か
ら
は
、
現
在
に
お
い
て
も

中
国
は
、
経
済
の
高
度
成
長
を
続
け
、
ま

た
、
脱
共
産
化
に
動
き
出
し
て
い
る
な
ど
、

責
任
あ
る
大
国
と
し
て
躍
進
を
続
け
て

い
る
が
、
そ
の
一
方
で
中
国
に
は
、
肥
大

化
す
る
軍
事
力
、
悪
化
す
る
環
境
汚
染
、

都
市
と
農
村
の
格
差
拡
大
と
い
う
三
つ
の

不
安
が
存
在
す
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
日
中
関
係
は
、
首
相

同
士
の
相
互
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
重
苦
し

い
雰
囲
気
か
ら
率
直
に
語
り
合
う
雰
囲
気

に
転
換
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
中
国
と
国

際
社
会
も
、
人
的
往
来
が
飛
躍
的
に
拡
大

し
て
い
る
こ
と
や
、
中
国
内
の
環
境
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
に
お
い
て
も
国
際

協
力
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
経
済

面
だ
け
で
な
く
様
々
な
面
で
、
相
互
依
存

を
強
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
中
、
今
後

の
日
中
関
係
も
、
両
国
の
関
係
だ
け
で
な

く
、
ア
ジ
ア
の
中
の
、
世
界
の
中
の
日
中

関
係
と
な
り
、
開
放
的
ア
ジ
ア
共
同
体
の

創
造
を
、
日
中
が
と
も
に
牽
引
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
と
の
貴
重
な
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

県
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

本
県
財
政
の
再
建
に
向
け

活
発
に
議
論

財
政
再
建
等
調
査
特
別
委
員
会

今
後
の
目
指
す
べ
き
日
中
関
係
を
講
演

今
定
例
会
で

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

早
稲
田
大
学
大
学
院
の
天あ

ま

児こ

慧さ
と
し

教
授

この広報紙は再生紙を使用しています


